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4）高齢不妊婦 人 の 問題点

  子宮筋腫 ・内膜症 の 合併

熊本大学助教授 松 浦 講　 平

　最近の 社会状況を反映 してか ， 不妊外来に占め

る 高齢者の 割合が増加 して お り， 当教室 では初診

時年齢35歳以 上が 24．8％ （147／592）を占め て い る．

年齢は不妊治療の 成功率を左右する大 きな因 r一で
あ り，好ま し い 風潮 とは い えない ．加齢 自体 に伴

う妊孕能低下 とと もに ， 加齢 に よ り罹病率が高 く

なる とされ る 子宮筋腫 と子宮内膜症 を合併する不

妊治療で は， よ り計画的な方針が 重要で ある．我々

は子宮筋腫合併例で は ， 年齢 を問わ ず積極的に筋

腫核 出術 を施行 して い る．他の 不妊因子を合併し

な い 例，他の 不妊因子に 対す る不成功例 な どを適

応 として い るが，高齢者で は手術 まで の 外来治療

期間を短縮 し，せ い ぜ い 2，3 周期で筋腫核 出術へ

移行 して い る．子宮内膜症重症例（皿， IV期）で も

同様の 方針で 温存手術へ 移行 して い る．筋腫核出

術 後 の 妊娠 率 は45．7％ （43／94）で ， 35歳以 上 で は

4  ．5％ （15／37）と明 らか な差は な く，
15例中 8例は

自然妊娠，5例は ク ロ ミ フ ェ ン投 与周期 の 妊娠 で

あ っ た．筋腫核出術施行例の 489 ％（46／94， 1
，

皿期が28例 ， m ， 亅v期が 18例）に f一宮内膜症 を合 併

し て い る が ， 年齢に よ る 進行期 の 差 はみ られ な

か っ た．また， r・宮内膜症 の 有無に よる術後妊娠

率に差は み られなか っ たが ， 35歳以 ltで 皿，　 IV期

を合併する と術後妊娠率は低下 した．術後 1年以

内 の 妊娠率が 高い こ とか ら
，

こ の 期間を過 ぎれ ば

補助生殖医療へ 移行す る．

4）高齢不妊婦人 の 問題点

　　　   卵巣機能不全

金沢大学助教授　小　　池 浩　 司

　昨今の 女性の 高学歴化や積極的な社会進出に よ

り， キ ャ リア
ー
女性が増加し て い る．こ の 変化は

女性の ラ イフ ス タ イル や 意識の Eに も変化をもた

らし， 晩婚化傾向ある い は挙児希望年齢の 上 昇を

もた らし，
こ の 傾 向は増加の

…
途を辿 っ て い る．

米国の 統計 に よれ ば初産年齢が 35〜39歳の 分娩数

は 1980年か ら1986年に か けて お よそ80％増加 し，

40歳以 上 の 分娩数 に至 っ て はおよそ 2 倍に 増加し

て い る． 方 女性 の 妊孕性は年齢 とともに低下 し，

高齢 女性 の 不妊発生率も若年女性 に 比 較 して 増加

する．こ うした状況か ら比較的高齢の 夫婦が不妊

症の 治療 を受 けるケース が増加し，通常の 不妊治

療 に加 えて ， 加齢が 妊孕性に及ぼす影響 も考慮 し

た対応が 求め られ て い る．

　さ て ，加齢が妊孕性 に及 ぼす影響 と して は，間

脳 ・下垂体系の 老化に よる排卵 機構 の 障害 ， 卵 の

質の 低下 ， 顆粒膜細胞の 機能低下，子宮 内膜の 胚

受容性低 ドに加 えて卵 の 染色体異常等が あげ られ

る．こ れ ら の 高齢不妊患者に認め られる妊孕性へ

の 影響因子は臨床 h，月経周期にお ける卵胞期 の

短縮 ， 黄体機能不全 ， ある い は卵巣刺激に対す る

反応性の 低 ドと して ，ある い は体外受精 の 治療成

績にお い て キ ャ ン セ ル 率の 上 昇， 採卵数の 減少 ，

移植胚数の 減少 ， 着床率 の 減少 ， 妊娠率の 減少，

流産率の 増加等とい っ た問題点 を惹起す る．本 カ

ン フ ァ ラ ン ス では加齢が 妊孕性に及ぼす影響に つ

い て ， 最近の 知見を レ ビ ュ
ーし， 不妊治療 に加え

て高齢なるが故に もっ て い る問題点に つ い て 考察

を加えた い ．
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